
Ｗ
Ｔ
Ｏ

農

業

交

渉

特

集

基
調
講
演

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
食
と
農
の
未
来
を
考
え
る
」

現
在
石
川
県
立
生
物
資
源
環
境
学
部
教
授
辻
井

博
氏
が

基
調
講
演
。
氏
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
世
界
一
五
〇
カ
国
・
地
域
が
加
盟
、

貿
易
の
自
由
化
で
世
界
の
「
福
祉
の
向
上
」
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。
日
本
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
世
界
中
の
「
も
の
」
が
簡
単
に

手
に
入
り
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
の
実
態
は
市
場

原
理
に
偏
っ
た
弱
肉
強
食
、
豊
か
な
国
は
ま
す
ま
す
豊
か
に
、

逆
に
途
上
国
は
貧
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
の
や
り
方
に
は
多

く
の
問
題
が
あ
る
。

①
自
由
化
に
よ
っ
て
農
産
物
の
輸
入
が
拡
大
し
、
日
本
を
含
む

食
料
輸
入
国
の
自
給
率
が
急
落
、
食
料
の
安
全
保
障
が
出

来
な
く
な
る
。

②
そ
れ
は
そ
の
国
の
食
文
化
や
地
域
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。

③
農
業
の
衰
退
で
農
業
に
よ
る
多
面
的
機
能
の
低
下
。

④
輸
出
国
の
環
境
破
壊
（
エ
ビ
養
殖
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
破
壊
、

熱
帯
雨
林
の
破
壊
、
地
下
水
の
枯
渇
な
ど
）

⑤
少
数
の
食
料
輸
出
国
に
よ
る
食
料
の
独
占

⑥
食
の
安
全
性
の
低
下
・
・
安
全
基
準
の
引
き
下
げ

⑦
輸
出
国
主
導
の
食
料
価
格
の
相
場
作
り

な
ど

元米国にある国際食料政策研究所上級研究員

辻井 博氏による基調講演

こ
の
ま
ま
進
む
と
世
界
中
で
八
億
人
が
飢
餓
に
陥
る
。

交
渉
は
今
年
末
の
最
終
合
意
に
む
け
、
四
月
末
を
山
場
に
迎

え
る
。

日
本
の
農
業
を
維
持
す
る
た
め
に
も
市
場
原
理
に
偏
っ
た
枠
組

み
や
ル
ー
ル
は
変
え
る
べ
き
だ
。

基
調
講
演
に
続
い
て
三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
辻
井
博
氏
の
ほ
か
に
医
学
博
士
・
福
山
平
成

大
学
教
授
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
食
育
協
会
理
事
の
鈴
木
雅
子

氏
、
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
次
長
齋
藤
京
子
氏
、
Ｊ
Ａ

広
島
中
央
会
専
務
理
事
黒
木
義
昭
氏
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中

国
新
聞
社
編
集
局
長
兼
重

収
氏
。

以
下
各
氏
の
発
言
内
容
の
一
部
を
「
中
国
新
聞
」
四
月
一
五
日

付
け
の
記
事
か
ら
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鈴
木
雅
子
氏

私
が
教
え
た
大
学
生
四
三
人
中
「
煮
し
め
」
を
知
っ
て
い
た
の

は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
ゴ
ボ
ウ
や
里
芋
の
消
費
は
伸

び
な
い
。

輸
入
農
産
物
は
移
動
距
離
が
長
い
分
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
の
栄

養
素
は
減
少
、
収
穫
後
の
農
薬
散
布
（
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
）
に
よ

る
残
留
農
薬
問
題
も
あ
る
。
心
と
体
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は

「
食
事
を
と
る
」
と
い
う
基
本
を
伝
え
な
く
て
は
、
食
料
の
自
給

率
は
向
上
し
な
い
。

斉
藤
京
子
氏

国
は
昨
年
、
食
の
安
全
、
安
心
を
確
保
し
、
農
業
の
担
い
手

対
策
を
講
じ
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
基
づ
く
基
本

計
画
を
閣
議
決
定
し
た
。
農
村
地
域
を
国
民
の
財
産
と
し
て
支

え
、
二
〇
一
五
年
の
自
給
率
を
四
五
％
に
あ
げ
る
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。

農
水
省
や
生
産
者
、
食
品
業
界
、
消
費
者
団
体
な
ど
で
作
る

食
料
自
給
率
向
上
協
議
会
も
昨
年
発
足
し
、
官
民
が
手
を
携

え
て
食
生
活
の
見
直
し
や
農
地
の
有
効
利
用
な
ど
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
る
。

黒
木
義
昭
氏

食
料
生
産
に
は
大
量
の
水
が
必
要
で
、
た
と
え
ば
米
一
ト
ン

を
作
る
に
は
二
五
〇
〇
ト
ン
、
牛
肉
一
ト
ン
は
水
七
〇
〇
〇
ト

ン
を
要
す
る
。
日
本
は
農
産
物
を
輸
入
し
て
い
る
。
食
の
安
心
、

安
全
を
依
存
す
る
だ
け
で
は
な
く
他
国
の
水
資
源
を
搾
取
し
て

い
る
こ
と
に
も
な
る
。
国
連
も
「
五
〇
年
後
は
七
〇
億
人
が
水

不
足
に
陥
る
」
「
水
に
よ
っ
て
紛
争
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

も
っ
と
食
料
の
生
産
過
程
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

辻
井

博
氏

背
景
に
は
農
業
規
模
の
違
い
が
あ
る
。
生
産
性
で
見
る
と
、

農
家
単
位
で
小
規
模
の
農
地
を
耕
す
ア
ジ
ア
の
農
業
と
大
規
模

農
業
の
ア
メ
リ
カ
と
で
は
勝
負
に
な
ら
な
い
。
先
進
国
の
多
く
は

食
料
の
自
給
率
を
あ
げ
て
い
る
が
日
本
だ
け
が
下
が
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
制
定
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
は
米
国
に

迎
合
し
て
関
税
を
下
げ
て
お
い
て
、
対
抗
策
と
し
て
大
規
模
営

農
を
支
援
す
る
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
そ
の
点
を
反

省
し
、
計
画
を
練
り
直
す
べ
き
だ
。

編
集
後
記

日
本
の
農
業
と
深
く
関
わ
り
の
あ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
詳
し

く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
下
さ
い

（
梅
津
）

や
ま
ぐ
ち
環
保
研
会
報

第

二
十
三
号
２００６年 ４月

編 集

環保研事務局

( 0835-52-1310)

（ 083-972-5933)

農
は
食
を
生
み
食
は
命
を
支
え
る

農
は
自
然
の
恵
み
で
な
り
立
つ

食

料

は

工

業

製

品

と

同

じ

で

は

な

い

世
界
一
五
〇
カ
国
の
国
・
地
域
が
加
入
し
て
い
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
世
界
貿
易
機
関
で
農
業
分
野
の
貿
易
ル
ー
ル
を
決
め
る
交
渉
が
大
詰
め

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
貿
易
自
由
化
に
向
け
て
二
〇
〇
一
年
十
一
月
の
ド
ー
バ
ー
閣
僚
会
議
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
交
渉
も
こ
の
四
月
末
ま
で
に
細
目
決
定
、
年
内
に
取
り
決
め
た
い
と
検
討
が
精
力
的
に
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
席
で
日
本
代
表
は
貿
易
自
由
化
促
進
側
に
立
ち
な
が
ら
コ
メ
な
ど
の
除
外
規
定
を
設
け
る
と
し
て
い
ま
す
が
ど
こ
ま
で

本
気
か
気
が
か
り
な
状
況
で
す

去
る
四
月
十
一
日
広
島
市
中
区
の
広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
食
と
農
の
未
来
を
考
え
る
広
島
県
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か

れ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
食
の
問
題
は
命
の
問
題
で
す
。
会
場
は
予
約
制
で
四
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

貿
易
自
由
化
の
名
の
も
と
に
食
料
が
工
業
製
品
と
同
じ
ル
ー
ル
で
扱
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
安
心
、
安

全
な
農
産
物
を
食
べ
る
た
め
の
国
際
貿
易
ル
ー
ル
作
り
や
地
産
地
消
や
食
育
を
進
め
て
、
食
料
の
自
給
率
向
上
を
図
る
こ
と
こ
そ

大
切
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。「
食
べ
も
の
は
国
産
が
よ
い
」
の
国
民
の
声
を
今
大
き
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
で
す
。

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
「
安
全
・
安
心
な
日
本
農
業
」
を
。「
日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
の
関
税
引
き
下
げ
要
求
に
断
固
反
対
し
、
農
業

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
維
持
し
、
各
国
の
農
業
が
共
存
で
き
る
ル
ー
ル
作
り
確
立
を
目
指
し
て
交
渉
を
進
め
る
」
よ
う
環
保
研
会
員

全
員
が
農
林
水
産
大
臣
宛
「
は
が
き
」
や
「
メ
ー
ル
」
を
出
し
ま
し
よ
う
。

（
宛
先

〒
１
０
０
ー
８
９
５
０
東
京
都
千
代
田
区
ケ
関
一
ー
二
ー
一

農
林
水
産
省
気
付

農
林
水
産
大
臣
）

参加は予約制で定員400名、帰りには広島産「コシヒ

カリ」が土産として配られた

パネルディスカッションのパネラーの皆さん

中国新聞社編集局長 金重 収 氏




